
講義 H24前期
学習教育
目標

必修 1履修単位 1

回 期 参観

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 ×

12

13

14

15

16

17

18

19 誤差と有効数字（2）：有効数字の桁数、有効数字の丸め方、精度と誤差

20 誤差と有効数字（3）：有効数字の桁数、有効数字の丸め方、精度と誤差

21 ×

22

23

24

25

26

27

28

29

30

×

学科
学年

１年 科目　分類 担当

評価の基準と
方法

授業時間内に行う２度の試験および学年末の定期試験の平均点で評価する。満点の60%で合格とする。ただ
し，レポート等により，十分に学習内容を理解したことが確認できた場合は最低点で合格させることがあ
る。

押川　達夫
遠山　和之
勝山　智男

工学基礎
(Fundamentals
of Engineering

I)

なぜ工学を学ぶのか（大教室）
・沼津高専のアドミッションポリシーと教育目標　・工学を学ぶ心得
・技術者倫理

事故防止のための安全教育（1）：薬品の安全な取り扱い方①

事故防止のための安全教育（2）：薬品の安全な取り扱い方②

事故防止のための安全教育（3）：薬品の安全な取り扱い方③

電圧電流測定技術（１）：電圧計と電流計の原理と基本的使用方法，電卓の使用法

電圧電流測定技術（２）：電圧計と電流計の原理と基本的使用方法，電卓の使用法

電圧電流測定技術（３）：電圧計と電流計の原理と基本的使用方法，電卓の使用法

報告書の書き方（２）：グラフと図の書き方

まとめと試験（１）

単位と工業規格（2）：ＳＩ単位と組立単位およびＪＩＳ規格について②

単位と工業規格（3）：ＳＩ単位と組立単位およびＪＩＳ規格について②

単位と工業規格（1）：ＳＩ単位と組立単位およびＪＩＳ規格について①

事故対応について（2）：応急処置①

誤差と有効数字（1）：有効数字の桁数、有効数字の丸め方、精度と誤差

まとめと試験（２）

地球環境問題：工学技術の発展と環境問題

地球環境問題：ごみの分別と排水処理

地球環境問題：環境倫理，持続可能性

期末試験

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

沼津高専の勉強

報告書の書き方（1）：実験ノートのとりかたとノートの重要性

知的財産について

事故防止のための安全教育（1）：火気の安全な使用と作業服の重要性①

事故対応について（1）：事故時の報告・連絡・相談

事故防止のための安全教育（2）：火気の安全な使用と作業服の重要性②

事故防止のための安全教育（3）：火気の安全な使用について③，地震対策

事故防止のための安全教育（4）：電気器具の安全な使用について①

事故防止のための安全教育（5）：電気器具の安全な使用について②

事故防止のための安全教育（6）：電気器具の安全な使用について③

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

概　要
1年次に学習する共通実験と並行して学習する。工学を目指す初学年者にとって、最も基本的
で重要な工学の基礎を学習する。これは2年生以降の高学年でも専門性が異なっても共通する
重要事項の学習内容である。

科目目標
（到達目標）

工学に共通の基礎知識を身につける

教科書
器材等

沼津高専・工学基礎実験指導書・関数電卓

関連科目 工学基礎実験

授業計画



講義 H24前後期
学習教育
目標 各専門学科教員

必修 2履修単位 5 技術室・技術職員

参観

工学の基礎を支える工学基礎分野の実験・実習を通して幅広く学習し、基本的な知
識を身につける。

工学に共通の基礎知識を身につけると同時に、自主的および継続的に自己能力の研
鑽を計画的に進めることができる能力と姿勢を身につけることを目標とする

各実験で配布されるプリントを指導書とする。

情報分野：プログラミング

第2期：各分野の実
験をクラスのロー
テーションで実施す
る

機械分野：スターリングエンジン

情報分野：計測と誤差

第1期：各分野の実
験をクラスのロー
テーションで実施す
る

もの作り分野：レゴによるロボット制御

電気分野：コヒーラ

化学分野：食品成分の検出

ものづくり分野：モーターの分解

化学分野：化学電池の作成

電気分野：抵抗の測定

機械分野：正しいネジの使い方

第3期ガイダンス競技内容の説明

１年

第 2回

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

概　要

授業計画

工学基礎IIのガイダンスと安全教育：5クラス合同で実施する

評価点配分：授業に取り組む姿勢（50％）、レポート報告書提出期限（20％）、レ
ポートの内容（20％）、創造的思考（一つの事柄について様々な角度から考えられ
る・自分なりの考えを提案できる・実現できるような具体的考えを提案できる等の
要素、10％）

工学基礎Ⅰ

学科
学年

科目
分類

担当

第3期：学生自らの
創造性を発揮する
PBL教育を行う

工学基礎Ⅱ
(Fundamentals of
Engineering II)

総括

標準機の組み立てとルール説明

アイデア出しと提案書作成

班別作業①

班別作業②

班別作業③

班別作業④

競技会

第 3回

第 4回

第28回

第 5回

第 6回

第 7回

第 8回

第26回

第27回

第30回

第 9回

第10回

第11回

第16回

第14回

 20120911更新

第18回

第19回

第20回

授業アンケート
への対応

備　考

更新履歴

第21回

第22回

第23回

第24回

第29回

オフィス
アワー

第25回

評価の基準と
方法

関連科目

第 1回

第17回

第12回

第13回

第15回















実験・

実習 
前期 

学習教育

目標 
後藤 孝信 

学

科 

学

年 

Ｃ１ 
科目 

分類 

物質工学入門[物入]

Introduction of 

chem. and biochem. 必修 
１履修

単位 
２ 

担当 

GOTO Takanobu 

概 要 

物質工学とは，物質の組成，構造，変化について基礎的理解を示した上で，有用な物質を見い

出して利用したり，新規に作り出す学問であるが，その根底には”ものづくり”に共通して必

要とされる素養，つまり，創造力，忍耐力，そして調査解決能力を要する。本講義を通じて，

“ものづくり”を理解し，そのために必要な素養を身に付ける。 

科目目標 

（到達目標） 

与えられたテーマについて，要点を理解すると同時に，生じた問題解決に向けて調査と試行錯

誤を繰り返し，内容を向上させることができる。 

教科書 

器材等 
パソコン，ゆで卵，新聞紙，はさみなどの各テーマに必要な機材 

評価の基準と 

方法 
授業時間に作成した”もの“と，その作成に関するレポートの完成度を評価の対象とする。 

関連科目 高学年の実験と実習 

授業計画 

回 日 （授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 

第 1回 4/11 本科目の説明，学科の先生の研究紹介(後藤) 

第 2回 4/18 学科の先生の研究紹介(蓮実先生，芳野先生) 

第 3回 4/25 学科の先生の研究紹介(押川先生，稲津先生) 

第 4回 5/16 学科の先生の研究紹介(大川先生，竹口先生)  

第 5回 5/23 学科の先生の研究紹介(山根先生，藁科先生) 

第 6回 5/30 学科の先生の研究紹介(古川先生，山田先生) 

第 7回 6/13 卵が割れない新聞紙の包み方１(試作) 

第 8回 6/20 卵が割れない新聞紙の包み方２(実地試験) 

第 9回 6/27 卵が割れない新聞紙の包み方３(軽量化への試作) 
第10回 7/4 卵が割れない新聞紙の包み方４(軽量化実地試験) 
第11回 7/11 物質工学科のイメージキャラクター，キャッチコピー，ロゴ作成１ 

第12回 7/18 物質工学科のイメージキャラクター，キャッチコピー，ロゴ作成２ (試験計画表の配布) 

第13回 7/25 研究室配属ゼミ（試験対策について） 

第14回 8/1 物質工学科のイメージキャラクター，キャッチコピー，ロゴ作成３ 

第15回 9/19 物質工学科のイメージキャラクター，キャッチコピー，ロゴの発表会と授業アンケート 

   

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

オフィス 

アワー 
平日の早朝(7:30-8:30)と，講義や会議の時間を除く夕方(16:30-17:00まで)に対応できる。 

授業アンケート

への対応 
黒板への板書を丁寧にする。評価の基準を明確にする。 

備 考 レポートはその提出を厳守のこと。 

更新履歴 20120326 

 



C1 Basic Chemistry for 
Materials Science 

H24
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